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落第か ら留年 へ

一 新聞記事の 言説分析 を通 して
一

安藤汐美 （早稲田大学大学院）

した先行研究 は ない
。

1． 問題 の 所 在

　本研 究 の 目的は 、大学 に おけ る 「留年」 が社会で

ど の よ うに 語 られ て きた の か を明 らか にす る こ とで

あ る。全国紙 の 記事 上 で 、大学に お ける 「留年」 が

どの よ うに語 られ て きた の か を経年的に 明 らか にす

る。

　 本研 究 で 厂学生論」 で は な く 「留年」 に着 目する

の は 、 以下 の 理 由 か らで ある。単に 社会が 大学生を

どの よ うに 語 るの か を明 らか にす る の で はな く、社

会が 「4 年間 で 大学を卒業す る こ と」 をどの よ うに

語 っ て い る の か に着 目する こ と は、「大学 4 年 間 で の

学 び 」 や 「大学卒業後」、つ ま り大学の 「中」 と 「出

口 」 に関わ っ て くる と考え る か らで ある。「中」 つ ま

り、大学教育の どの 部分に社会が注 目 し て い る の か、

大学 の 「出 口」 と社会が どの よ うに接続 し て い るの

か を知 る 上 で 、「留年」 とい う現象に着 目す る価値 が

ある。

　 「留年 」 に 関す る先行研究は 主 に 以下 で ある。嘉部

和夫（1988 ）、山 田 和夫（1988）、笠原嘉 （1984 ）や山

田 健 ・天野郁夫（1980 ）は 心 理 的 ・精神的側面 か ら留

年 の 要因 を分析 し て い る 。 また古橋啓介 （1988）は 、

学生 の 留年 の 背景 には、大学入試 試験 の 成績が 留年

に 影響 を 与 え て い る こ と を、文系理系に分けて 説明

して い る。

　小林信
一（1999 ）や朴 澤泰男 （2012）は 学校基本調査

を使 用 し留 年率を経年的 に調査 し、進 学率や景気変

動 と の 関連 を述 べ て い る 。 しか し、「留年」 が時代ご

と に どの よ うな語 られ方 を し て きた の か を明 らか に

2．分析方法

　本研究で は、KH 　Coder（Ver．2．Beta．32h）を用 い て 、

計量テ キ ス ト分析 を行 っ た 。 分析 の 対象は 、新制大

学設 立 期 の 1945 年か ら 2014 年の 『読売新聞』で 「留

年 AND 大学 」 の 検索 に かか っ た全 697 件の 記事 か

ら、筆者 が大学 にお ける留年 に関連す る記事 と判断

した、全 311件 を対象と した 。

3．分析結果

　まず筆者 は内容分析を行い 、1945 年か ら 2014 年

を大 き く 3 つ の 時代 に 区分 した 。 第
一
期は 1950 年か

ら 1960 年代 で あ る 。 第二 期は 1970 年代か ら 1990

年代 で ある 。 第 三期 は 1990 年代か ら現在で あ る 。 以

下 で 、上記 の 三期それ ぞれ の 特徴を見て い く。 表 1、

表 2、表 3 は KH 　Coderの抽出語 リス トの 厂名詞」「サ

変名詞 」 「形容動詞 」 の 上位 15 語 を表 に した もの で

ある。
牌一． 1950 年代か ら 1960 年代

　まず、表 1 の 「1950〜1969」 を見 る と 、 教養課程

や専門課程 との 関連 で 「留年 」 が語 られ て い る こ と

が 分 か る。また以下 の 記事が見 られ た 。

「講義につ い て 行 けず留年 す る学生 が増え る の で は 、

予算を使 っ て落第 生 を製 造 して い る よ うな もの で 、

こ ん なム ダ使 い はな い 。」 （読売新 聞 、 1967 年 2 月

28 日朝刊 1 ペ ージ 、下線筆者）国 立大学に 通 う学生

への 批判 とい う語 りが 目立っ
。

　二期 1970 　 弋か ら 1980 年代
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　表 1 の 「1970 〜1989 」 か らは 「青年 」、表 3 の

「1970 〜1989 」 か らは 「熱心 」 や 「ダメ 」 とい っ た

語 が見 られ た 。 以下 の よ うな語 りの 記事が 見 ら れ た。

「最近 の 留年は 、昔 の 落第と質的 に も違 い 、量 的 に

も多 くな り、学生 もそ の こ とをあ ま り気 に し な く な

っ て き た の が 特徴で あ る。む し ろ、大学生 活 を
一

年

余分に 楽 し む と い う現代 の 優雅な学生気質を象徴 し

て い る よ うに も思 え る。」 （読売新聞、1975 年 3 月

28 日朝刊 2 ペ ージ、下線筆者）

　三 ， 1990 　弋か ら1 在

　表 2 の 「1990 〜2014 」か ら明 らか なよ うに、「就職 」

や 「内定 」 とい っ た語 が多く抽出 され 、 就職活動に

関連 す る文脈で 語 られ る こ とが多 い こ とが明らか と

な っ た 。 また以下の 語 りが見られ た 。

「埼 玉 県 の 私 立 大 4 年 ミ ノ ル さん （22）（仮名） に と

っ て ク リス マ ス イブ は 『就職活動 の
一

日 にすぎませ

ん』 。 卒論も仕上が っ て い るが、就職が決ま らない

なら留年する覚悟だ。」　 （読売新聞、2008 年 12 月

27 日朝刊 1 ペ ージ、下線筆者）

4。ま とめ

　 内容分析 か ら 1945 年か ら 2014 年を大 き く三 っ の

時期に 区分 した 。第
一
期で は 、国立大 学の 教養課程

か ら専門課 程に 進学する 際の 留年が 多 く語 られ て い

る こ と が分か っ た 。第二期で は 、大学生 の モ ラ ト リ

ア ム や 甘 え の よ うな 文 脈 で 「留年 」が 語 ら れ て い た 。

第三 期 に は 、就職活 動 の 文脈 で 「留年 」 が 語 ら れ て

い る こ と が 明 ら か と な っ た。以 上 か ら、「留年 」は 「学

力不足 」 か ら 「や る気 の な さ」 そ し て 厂就職活 動 」

と い う語 られ る文脈 の 変化が 明 らか とな っ た 。 社会

が 「留年 」を語 る際に 、 学生 の 学力低下 の 問題 か ら、

学生個人の 問題、そ して 社会 の 問題 と語 る視点が変

化 し た こ とが本研究か ら明らか とな っ た。

表 1，名詞 （上 か ら順に 上 位 15 語 ） 表 2．サ変名詞 （上 か ら順に 上位 15 語） 表 3．形容動詞 （上か ら順 に上位 15 語 ）

1950−19691970 〜19891990 〜20141950 〜19691970 〜19891990 −20141950 〜19691970 〜19891990 〜2014

大学 学生 学生 教育 留年 就職 生 熱心 必 要

学 生 大 学 大 学 進 学 卒業 卒業 大 量 必 要 可 能

教養 教授 企業 就 職 勉 強 内 定 可 能 孤独 重 要

課 程 番 号 自分 勉 強 生 活 活 動 自然 特殊 普通

国 立 高校 社会 入 学 就職 採 用 不 安 ダ メ 好 き

専門 学籍 教授 ア ル バ イ ト 受験 教育 こ ん な 安定 様 々

学部 社会 会社 生活 下宿 調 査 さま ざま 高度 安定

大 学 生 女 子 単位 活 動 試 験 授業 だ め 困難 変

単位 無籍 大学生 卒業 成人 支援 に ぎや か 自由 明 らか

精神 学部 時 代 調査 講義 試 験 へた 質的 自由

ム ダ 大学生 新卒 休学 出揚 入 学 わが ま ま 小 規模 主

科 目 入 試 英 語 試 験 落 第 相談 ギ リ ギ リ 深刻 新 た

原 因 新入 生 高校 受験 ア ル バ イ ト 生 活 ム ダ 着 実 優 秀

私 立 自分 容 疑 授 業 入 部 希 望 悪 質 優雅 深刻

成績 青年 セ ン タ
ー

相談 話 求人 圧 倒的 い い 加 減 大 幅
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